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ª√–‡∑»·∂∫µ–«—πµ°¥Ÿ‡À¡◊Õπ®–‰¡à„™à¿Ÿ¡‘¿“§∑’ËÀÕ¡À«“π Ì“À√—∫
π—°≈ß∑ÿπÕ’°µàÕ‰ªÀ≈—ß‡°‘¥«‘°ƒµ‘‡»√…∞°‘®§√—Èß„À≠à„π À√—∞Õ‡¡√‘°“
·≈– àßº≈°√–∑∫µàÕ‡»√…∞°‘®‚≈°„π«ß°«â“ß „π¢≥–∑’Ë∑“ß∑«’ª‡Õ‡™’¬
π—ÈπÕ“®‰¥â√—∫º≈°√–∑∫∫â“ß„π∫“ßª√–‡∑»·µà¿“æ√«¡¬—ß∂Ÿ°¡Õß
«à“¡’§«“¡¡—Ëπ§ß¡“°°«à“ ª√–°Õ∫°—∫ªí®®—¬ π—∫ πÿπÕ◊ËπÊ ¥â“π
°“√≈ß∑ÿπ„π¿“§Õÿµ “À°√√¡°“√º≈‘µ‰¡à«à“®–‡ªìπ§«“¡æ√âÕ¡
¥â“π “∏“√≥Ÿª‚¿§ ·√ßß“π «—µ∂ÿ¥‘∫ Õ’°∑—Èßµ≈“¥√Õß√—∫∑’Ë¡’
»—°¬¿“æ¡“°¢÷Èπ‚¥¬‡©æ“–„π¿“§æ◊ÈπÕ“‡´’¬π (ASEAN)  àßº≈„Àâ
‡ªìπ¿Ÿ¡‘¿“§∑’Ë¬—ß§ß¡’∑—Èß‚Õ°“ ·≈–§«“¡À«—ß‡√◊Õß√ÕßÕ¬Ÿà ¢≥–‡¥’¬«°—π
°Á¡’§«“¡∑â“∑“¬µà“ßÊ ∑’Ë√Õπ—°≈ß∑ÿπ®“°∑—Ë«‚≈°‰À≈‡¢â“¡“≈ß∑ÿπ
‡æ‘Ë¡¡“°¢÷Èπ 
 π‘µ¬ “√ Plant Manager ‰¥â‡ΩÑ“¡Õß¥Ÿ§«“¡‡§≈◊ËÕπ‰À«¢Õß
°‘®°√√¡∑“ß‡»√…∞°‘®∑’Ë π—∫ πÿπ„Àâ‡°‘¥°“√æ—≤π“¥â“πÕÿµ “À°√√¡
¢Õßª√–‡∑»µà“ßÊ „π¿Ÿ¡‘¿“§Õ“‡´’¬π„π≈—°…≥–∑’Ë‡°◊ÈÕÀπÿπ°—π¡“°
°«à“°“√‡ªìπ§Ÿà·¢àß´÷Ëß°—π·≈–°—π‡√“®÷ß‰¥â —¡¿“…≥å ¥√. ∏π‘µ ‚ √—µπå 

ASEAN 

COVER   STORY 

√Õßª√–∏“πÕÿµ “À°√√¡·Ààßª√–‡∑»‰∑¬ ºŸâ´÷Ëß¡’§«“¡‡™’Ë¬«™“≠
„π¥â“π°“√≈ß∑ÿπ„π¿Ÿ¡‘¿“§Õ“‡´’¬π    
 
Õ“‡´’¬π : ¿Ÿ¡‘¿“§·Ààß‚Õ°“   
 ¥√.∏π‘µ‰¥â„Àâ‡Àµÿº≈‰«âÕ¬à“ßπà“ π„®«à“∑Ì“‰¡¿Ÿ¡‘¿“§π’È®÷ß‡ªìπ
¿Ÿ¡‘¿“§·Ààß‚Õ°“ „π “¬µ“¢Õßπ—°≈ß∑ÿπ  ◊∫‡π◊ËÕß®“°¿Ÿ¡‘¿“§π’È¡’
·À≈àß«—µ∂ÿ¥‘∫¡“°¡“¬∑’Ë¬—ß‰¡à∂Ÿ°πÌ“‰ª„™âß“π‰¡à«à“®–‡ªìπ«—µ∂ÿ¥‘∫
∑“ß°“√‡°…µ√ ‡À¡◊Õß·√à ª√–¡ß æ≈—ßß“π ·≈–Õ—≠¡≥’ ‡ªìπµâπ  
Õ’°∑—Èß¬—ß “¡“√∂‡ªìπ∞“π°“√º≈‘µ∑’Ëµâπ∑ÿπµË”·≈–¡’§«“¡æ√âÕ¡
¥â“π·√ßß“π ‡ªìπ¿Ÿ¡‘¿“§∑’Ë°Ì“≈—ßæ—≤π“·≈–æ√âÕ¡‡ªî¥√—∫°“√∂à“¬∑Õ¥
‡∑§‚π‚≈¬’®“°π—°≈ß∑ÿπ   
 ªí®®ÿ∫—π¿Ÿ¡‘¿“§π’È ‰¥â¡’°“√∑Ì“¢âÕµ°≈ß‡¢µ°“√§â“‡ √’ (FTA) °—∫
À≈“¬Ê ª√–‡∑» ‡™àπ √–À«à“ßÕ“‡´’¬π-≠’ËªÿÉπ ·≈–Õ“‡´’¬π-®’π∑Ì“
„Àâπ—°≈ß∑ÿπ “¡“√∂„™âª√–‚¬™πå®“°¢âÕµ°≈ß FTA ‰¥â ·≈–∑’Ë Ì“§—≠
ªí®®ÿ∫—π‰¥â¡’°“√√«¡°≈ÿà¡‡ªìπª√–™“§¡Õ“‡´’¬π‚¥¬º≈—°¥—π„Àâ
°≈“¬‡ªìπµ≈“¥‡¥’¬«‡©°‡™àπ‡¥’¬«°—∫°“√√«¡°≈ÿà¡°—π„π À¿“æ

ASEANASEAN
Transport Network 
for Opportunity Investment 

投資チャンスを広げるASEAN輸送網

¥√. ∏π‘µ ‚ √—µπå 
√Õßª√–∏“π 
 ¿“Õÿµ “À°√√¡·Ààßª√–‡∑»‰∑¬ 

タニット・ソーラット氏
副会長

タイ工業連盟
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¬ÿ‚√ª √«¡‡ªìπ·À≈àß°“√§â“°“√≈ß∑ÿπ·≈–¡’°“√‡§≈◊ËÕπ¬â“¬·√ßß“π
∑—°…–Õ¬à“ß‡ √’ ∑Ì“„Àâ°“√§â“¢“¬√–À«à“ß°—π¡’§«“¡ –¥«°¡“° 
¬‘Ëß¢÷Èπ ¥√.∏π‘µ °≈à“««à“ çº¡§‘¥«à“∑ÿ°Õÿµ “À°√√¡°Á¡’‚Õ°“ ∑’Ë®–
‡µ‘∫‚µ®“°°“√≈ß∑ÿπ„π¿Ÿ¡‘¿“§π’Èé 
 
East-West / North-South  
Economic Corridors 
 °“√°â“«‡ªìπª√–™“§¡Õ“‡´’¬π (ASEAN Community) ¿“¬„π
ªï æ.». 2563 ¢Õßª√–‡∑»µà“ßÊ „π¿Ÿ¡‘¿“§π’È‡ªìπª√–‡¥Áπ Ì“§—≠∑’Ë
°àÕ„Àâ‡°‘¥‚§√ß°“√µà“ßÊ √à«¡°—π¡“°¡“¬ ‚¥¬§«“¡√à«¡¡◊Õ‡À≈à“π’È
®–‡Õ◊ÈÕª√–‚¬™πå„Àâπ—°≈ß∑ÿπ„Àâ¡’§«“¡ –¥«°„π°“√‡¢â“¡“≈ß∑ÿπ
¡“°¢÷Èπ ‚¥¬§ÿ≥∏π‘µ‰¥â¬°µ—«Õ¬à“ß„π§«“¡√à«¡¡◊Õ∫“ß‚§√ß°“√
‡™àπ  ‚§√ß°“√√–∫∫§¡π“§¡∑“ß∫°‡™◊ËÕ¡‚¬ßµ–«—πÕÕ°-µ–«—πµ° 
(East-West Economic Corridor) ´÷Ëß§√Õ∫§≈ÿ¡ª√–‡∑»æ¡à“ 
≈“« ‡«’¬¥π“¡ ·≈–‰∑¬ ‚§√ß°“√π’È∑Ì“„ÀâºŸâª√–°Õ∫°“√ “¡“√∂
¢π àß ‘π§â“‰ªÕ‘π‡¥’¬ ∫—ß§≈“‡∑» µ–«—πÕÕ°°≈“ß ¬ÿ‚√ª·≈–
 À√—∞Õ‡¡√‘°“ ‚¥¬∑“ß√∂‰¥â„π√“§“µâπ∑ÿπ§à“¢π àß∑’Ë∂Ÿ°≈ß 
 ¥√.∏π‘µ °≈à“«µàÕ‰ª«à“ ç‡ âπ∑“ßπ’È®–°≈“¬‡ªìπ∫∑∫“∑ Ì“§—≠
„π°“√‡ªî¥‡ âπ∑“ß°“√§â“∑’Ë‡™◊ËÕ¡‚¬ß√–À«à“ß∑–‡≈®’π„µâ°—∫∑–‡≈
Õ—π¥“¡—π ∑Ì“„ÀâÀ≈“¬Ê æ◊Èπ∑’Ë™π∫∑°≈“¬‡ªìπ∑’Ë π„®¢Õßπ—°≈ß∑ÿπ
‚¥¬π—°≈ß∑ÿπ “¡“√∂‡≈◊Õ°≈ß∑ÿπ„π∑Ì“‡≈∑’Ë‡À¡“– ¡°—∫∏ÿ√°‘®¢Õß
µπ‡Õß‰¥âµ≈Õ¥‡ âπ∑“ß ‡™àπ ªí®®ÿ∫—π‰¥â¡’π—°≈ß∑ÿπ®“°≠’ËªÿÉπ¡’°“√
πÌ“™‘Èπ à«πÕ‘‡≈Á°∑√Õπ‘° å∑’ËµâÕß„™â‡∑§‚π‚≈¬’¢—Èπ Ÿß„π°“√º≈‘µ´÷Ëß
º≈‘µ®“°π‘§¡Õÿµ “À°√√¡π«π§√„πª√–‡∑»‰∑¬‰ªª√–°Õ∫∑’Ëπ‘§¡
Õÿµ “À°√√¡„π‡«’¬¥π“¡‡æ◊ËÕ„™â·√ßß“π√“§“∂Ÿ° ‡ªìπµâπ ªí®®ÿ∫—π
ª√–‡∑»‰∑¬¡’°“√°àÕ √â“ß∂ππ 4 ‡≈π·≈–¡’°“√æ—≤π“‚§√ß°“√
„ππ‘§¡Õÿµ “À°√√¡∑’Ë®—ßÀ«—¥¡ÿ°¥“À“√´÷Ëß‡ªìπ®—ßÀ«—¥∑’Ë ‚§√ß°“√π’È
µ—¥ºà“π ∑—Èßπ’È°Á‡æ◊ËÕ„Àâ°“√§¡π“§¡ “¡“√∂‡™◊ËÕ¡µàÕ‡ âπ∑“ß¥—ß°≈à“«
 –¥«°¡“°¬‘Ëß¢÷Èπé 
 ç·≈–Õ’°‚§√ß°“√∑’Ë Ì“§—≠§◊Õ ‚§√ß°“√‡™◊ËÕ¡‡ âπ∑“ß®“°
‡Àπ◊Õ-„µâ (North-South Economic Corridor) ‡ªìπ‡ âπ∑“ß∑’Ë‡™◊ËÕ¡
√–À«à“ß®’π æ¡à“ ‡«’¬¥π“¡ ≈“« ·≈–‰∑¬ ‡ âπ∑“ßπ’È®–‡ªìπª√–µŸ
‡™◊ËÕ¡∂ππ “¬‡Àπ◊Õ-„µâ¢Õß¿Ÿ¡‘¿“§‡Õ‡™’¬µ–«—πÕÕ°‡©’¬ß„µâ  ∑“ß„µâ
 “¡“√∂‡™◊ËÕ¡µàÕ‡ âπ∑“ß‰¥â ‰ª®π∂÷ß¡“‡≈‡´’¬  à«π∑“ßµÕπ∫π
 “¡“√∂∑–≈ÿ‰ª∂÷ß®’πµÕπ„µâ §«“¡πà“ π„® Ì“À√—∫π—°≈ß∑ÿπ„π°“√
„™â‡ âπ∑“ßπ’È°Á§◊Õ °“√ √â“ß»Ÿπ¬å°√–®“¬ ‘π§â“‡æ◊ËÕ°√–®“¬ ‘π§â“
¢÷Èπ„πª√–‡∑»‰∑¬´÷Ëß‡ªìπ®ÿ¥»Ÿπ¬å°≈“ß∑’Ë “¡“√∂‡™◊ËÕ¡µàÕ°—∫
À≈“¬Ê ª√–‡∑» ‚¥¬‡©æ“–°√–®“¬ ‘π§â“‰ª¬—ß®’π´÷Ëß¡’µ≈“¥¿“¬„π
ª√–‡∑»∑’Ë„À≠à¡“°é §ÿ≥∏π‘µ °≈à“«  
 
ACMECS §«“¡√à«¡¡◊Õ√–À«à“ß°—π 
„π¿Ÿ¡‘¿“§ 
 ç¬ÿ∑∏»“ µ√å§«“¡√à«¡¡◊Õ∑“ß‡»√…∞°‘® Õ‘√«¥’-‡®â“æ√–¬“-·¡à‚¢ß 
(ACMECS : Ayeyawady - Chao Phraya - Mekong Economic 
Cooperation Strategy) ‡ªìπÕ’°‚§√ß°“√∑’Ë¡’§«“¡ Ì“§—≠µàÕ‰∑¬
·≈–ª√–‡∑»„π¿Ÿ¡‘¿“§π’È¡“°é §ÿ≥∏π‘µ°≈à“« ‚¥¬ ACMECS 

アメリカの経済危機が世界経済にまで波及している現在、投資家に

とって西欧諸国はもはや魅力的な地域ではなくなってきているよ

うだ。アジア地域でも深刻な状況に陥った国があるが、全体的には

まだ安定していると見られている。その背景には、インフラや労

働力、資源、そして東南アジア諸国連合（ASEAN）に代表される潜在

的成長率の高い市場があり、それが製造業への投資をバックアップ

しているからである。世界中の投資家が求めるチャンスと挑戦が、

この地域にはまだ残されている。

 ASEAN各国の製造分野を活性化させている経済界の動きから、

競合よりも補完しあう現状を見て取った弊誌は、ASEAN投資分野の

専門家であるタイ工業連盟副会長のタニット・ソーラット氏にイン

タビューを申し出た。

ASEAN：チャンスの広がる地域
 投資家がASEANにチャンスを見出す理由について、タニット氏

はこう答えた。

 「ASEANは農業、鉱業、漁業、エネルギー、宝石など、多様な分

野の資源が豊富なうえに、低コストで充分な労働力を確保して生産

拠点が築けること、そして開発途上のため技術移転を行いやすいこ

とが強みです」

 「現在、日本・ASEAN包括的経済連携協定（AJCEP）や中国・

ASEAN FTAなど、ASEANは多くの国と自由貿易協定（FTA）を締

結しており、企業は投資先でFTAを活用できます。さらに、ASEAN経

済共同体が実現されれば、ASEANは欧州経済共同体同様の統一市

場となり、貿易・投資・技術者の移動が自由に行える地域になり

ます。これにより貿易は非常にスムーズになり、また、投資額の増大

であらゆる産業が発展する可能性があります」

東西／南北経済回廊
 2020年までに実現されるASEAN共同体（ASEAN Community）

計画では、各国間で様々な共同事業が行われ、投資面でも利便性

が向上するなどの恩恵がある。タニット氏は共同事業の一例を挙

げた。

 「まず、ミャンマー／ラオス／ベトナム／カンボジアを結ぶ陸

上輸送ルート、東西経済回廊（East-West Economic Corridor）の整

備です。この回廊を通って先はインド／バングラデシュ／中東／

ヨーロッパ／アメリカまで、輸送コストの安い車両での輸送ができ

るようになります。また、この回廊は南シナ海沿岸とアンダマン海沿

岸をつなぐ貿易ルートとして、重要な意味を持っています。回廊周

辺地域への投資意欲が高まり、地域ごとに適した産業が発展するこ

とを期待しています。既に、ある日系企業は高度な技術を要する電

子部品製造をナワナコン工業団地で、組み立ては人件費の安いベ

トナムの工業団地へ輸送し行っています。現在タイは道路輸送の

利便性を高めるため、４車線の幹線道路建設と、経由地であるムク

ダハン県の工業団地開発に着手しています」

 「もう一つの重要な共同事業は、中国／ミャンマー／ベトナム

／ラオス／タイを結ぶ幹線道路の整備です。これが南北経済回廊

（North-South Economic Corridor）で、東南アジアの南北ルートを

開きます。回廊はこの先、南はマレーシア、北は中国南部まで続き

ます。このルートの魅力はタイに設置する物流施設で、巨大市場を

持つ中国を始め、周辺国との物流の要所となります」
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√À— ¢âÕ¡Ÿ≈   55    101  ¢Õ¢âÕ¡Ÿ≈‡æ‘Ë¡‡µ‘¡æ≈‘°‰ªÀπâ“ 55 

‡ªìπ°√Õ∫§«“¡√à«¡¡◊Õ√–À«à“ß 5 ª√–‡∑»§◊Õ °—¡æŸ™“ ≈“« æ¡à“ 
‰∑¬ ·≈–‡«’¬¥π“¡ ®—¥µ—Èß¢÷Èπ‡æ◊ËÕ‡√àßæ—≤π“‡ âπ∑“ß§¡π“§¡¢π àß
‡™◊ËÕ¡‚¬ß°—∫ª√–‡∑» 5 ª√–‡∑»¥—ß°≈à“«  
 ç§«“¡πà“ π„®¢Õß°“√‡√àßæ—≤π“‡ âπ∑“ß§¡π“§¡¢π àß°Á§◊Õ
®–°àÕ„Àâ‡°‘¥°“√°√–®“¬§«“¡‡®√‘≠∑“ß‡»√…∞°‘®®“°‰∑¬‰ª Ÿà
ª√–‡∑»‡æ◊ËÕπ∫â“π¡“°¢÷Èπ ‰∑¬‡Õß®–‰¥â√—∫ª√–‚¬™πå®“°°“√πÌ“
‡¢â“«—µ∂ÿ¥‘∫√“§“∂Ÿ°∑’Ë¡’§ÿ≥¿“æ·≈–¡’ª√‘¡“≥·πàπÕπ·≈–‡æ’¬ßæÕ 
πÕ°®“°π’È¬—ß≈¥ªí≠À“‡√◊ËÕß°“√‡§≈◊ËÕπ¬â“¬·√ßß“πµà“ß¥â“«∑’Ëº‘¥
°ÆÀ¡“¬‡¢â“‰∑¬ ¢≥–‡¥’¬«°—π°Á àßº≈¥’µàÕª√–‡∑»‡æ◊ËÕπ∫â“π®“°
°“√®â“ßß“π∑’Ë‡æ‘Ë¡¢÷Èπé  
 
æ—≤π“π‘§¡Õÿµ “À°√√¡œ  
 √â“ß‚Õ°“ ·°àπ—°≈ß∑ÿπ  
 ®“°°“√µ√«® Õ∫¢Õß∑’¡ß“ππ‘µ¬ “√ Plant Manager æ∫
«à“¢≥–π’È°“√π‘§¡Õÿµ “À°√√¡·Ààßª√–‡∑»‰∑¬¡’‚§√ß°“√ √â“ß
®– √â“ßπ‘§¡Õÿµ “À°√√¡°“√º≈‘µ·≈–¢π àß‡æ◊ËÕ„™â‡ªìπ»Ÿπ¬å°≈“ß
‚≈®‘ µ‘° å ∑’ËÕÌ“‡¿Õ‡™’¬ß¢Õß ®—ßÀ«—¥‡™’¬ß√“¬ ‡æ◊ËÕ‡ªî¥ª√–µŸ°“√
§â“°“√≈ß∑ÿπ√–À«à“ß®’πµÕπ„µâ°—∫Õ‘π‚¥®’π ‡Õ‡™’¬„µâ ·≈–Õ“‡´’¬π 
µ“¡‚§√ß¢à“¬∂ππ‡»√…∞°‘®‡Àπ◊Õ-„µâ (North -South Economic 
Corridor) ·≈–µ–«—πÕÕ°-µ–«—πµ° (East-West Economic 
Corridor) ·≈–¢≥–π’Èº≈°“√»÷°…“·ºπæ—≤π“¥—ß°≈à“«π’È¡’§«“¡
§◊∫Àπâ“‰ª°«à“ 70% ·≈â« ‚¥¬·∫àß°“√æ—≤π“ÕÕ°‡ªìπ 3  à«π  
  à«π∑’Ë 1 æ◊Èπ∑’Ë Ì“À√—∫»Ÿπ¬å°√–®“¬ ‘π§â“  à«π∑’Ë 2 æ◊Èπ∑’Ë Ì“À√—∫
°‘®°√√¡∑’Ë‡°’Ë¬«¢âÕß ‰¥â·°à ‚√ßß“πª√–°Õ∫™‘Èπ à«π‡æ◊ËÕ°“√º≈‘µ 
·≈– à«π∑’Ë 3 æ◊Èπ∑’Ëæ“≥‘™¬°√√¡‡æ◊ËÕ‡ªìπ‡¢µæ◊Èπ∑’Ë Ì“À√—∫°“√§â“
À√◊Õ»Ÿπ¬å´◊ÈÕ¢“¬·≈°‡ª≈’Ë¬π ‘π§â“·≈–»Ÿπ¬å∏ÿ√°√√¡°“√§â“√–À«à“ß
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ACMES：域内各国間の経済協力
 エーヤワディ・チャオプラヤ・メコン経済協力戦略（ACMECS: 

Ayeyawady - Chao Phraya - Mekong Economic Cooperation 

Strategy）もまた、タイと各国にとって重要な共同計画だ。ACMECS

とは、カンボジア／ラオス／ミャンマー／タイ／ベトナムを結ぶ輸

送ルート開発を含む５ヵ国間経済協力戦略構想である。

 「このルート開発で注目すべき点は、タイが近隣諸国の経済

発展を担っていることです。タイ側は近隣諸国の豊富で安価な資源

を活用できるほか、外国人労働者の不法流入問題が軽減されると

同時に、近隣諸国でも雇用機会が増えるというメリットがあります」

投資機会を生む工業団地開発
 現在、タイ工業団地公団は北部チェンライ県チェンコン郡に工

業団地と物流施設の設置を計画しており、弊誌の調べでこの調査

は既に70％まで終了していることが分かった。この計画では中国南

部／インドシナ／南アジア／ASEANの貿易・投資促進を、チェンコン

を中心に南北経済回廊・東西経済回廊に沿って進める。同工業団

地は物流施設、工場、貿易センター・保税区域で構成され、既に国

内外の投資家から注目を集め始めている。始動すれば、投資価

値の高い地域の一つになるはずだ。

「東西経済回廊／南北経済回廊／ACMECSの大規模プロジェクト

が揃って完成すると、ASEANは貿易・投資・マーケティングの巨大

単一市場となり、大きな投資の流れを呼び込むでしょう。2013年は

物流産業が自由化されます。投資家にとってまた一つ、チャンスが

訪れるのです」タニット氏はこう締め括った。

 ASEANは現在、５億6700万人の消費人口を擁している。

ASEANとの連携強化を進めている中国（13億人）とインド

（10億人）、そして日本（１億2000万人）が加わった時、ASEAN巨大

市場の可能性は計り知れないものになる。

アメリカの経済危機が世界経済にまで波及している現在、投資家に

とって西欧諸国はもはや魅力的な地域ではなくなってきているよ

うだ。アジア地域でも深刻な状況に陥った国があるが、全体的には

まだ安定していると見られている。その背景には、インフラや労

働力、資源、そして東南アジア諸国連合（ASEAN）に代表される潜在

的成長率の高い市場があり、それが製造業への投資をバックアップ

しているからである。世界中の投資家が求めるチャンスと挑戦が、

この地域にはまだ残されている。

 ASEAN各国の製造分野を活性化させている経済界の動きから、

競合よりも補完しあう現状を見て取った弊誌は、ASEAN投資分野の

専門家であるタイ工業連盟副会長のタニット・ソーラット氏にイン

タビューを申し出た。

ASEAN：チャンスの広がる地域
 投資家がASEANにチャンスを見出す理由について、タニット氏

はこう答えた。

 「ASEANは農業、鉱業、漁業、エネルギー、宝石など、多様な分

野の資源が豊富なうえに、低コストで充分な労働力を確保して生産

拠点が築けること、そして開発途上のため技術移転を行いやすいこ

とが強みです」

 「現在、日本・ASEAN包括的経済連携協定（AJCEP）や中国・

ASEAN FTAなど、ASEANは多くの国と自由貿易協定（FTA）を締

結しており、企業は投資先でFTAを活用できます。さらに、ASEAN経

済共同体が実現されれば、ASEANは欧州経済共同体同様の統一市

場となり、貿易・投資・技術者の移動が自由に行える地域になり

ます。これにより貿易は非常にスムーズになり、また、投資額の増大

であらゆる産業が発展する可能性があります」

東西／南北経済回廊
 2020年までに実現されるASEAN共同体（ASEAN Community）

計画では、各国間で様々な共同事業が行われ、投資面でも利便性

が向上するなどの恩恵がある。タニット氏は共同事業の一例を挙

げた。

 「まず、ミャンマー／ラオス／ベトナム／カンボジアを結ぶ陸

上輸送ルート、東西経済回廊（East-West Economic Corridor）の整

備です。この回廊を通って先はインド／バングラデシュ／中東／

ヨーロッパ／アメリカまで、輸送コストの安い車両での輸送ができ

るようになります。また、この回廊は南シナ海沿岸とアンダマン海沿

岸をつなぐ貿易ルートとして、重要な意味を持っています。回廊周

辺地域への投資意欲が高まり、地域ごとに適した産業が発展するこ

とを期待しています。既に、ある日系企業は高度な技術を要する電

子部品製造をナワナコン工業団地で、組み立ては人件費の安いベ

トナムの工業団地へ輸送し行っています。現在タイは道路輸送の

利便性を高めるため、４車線の幹線道路建設と、経由地であるムク

ダハン県の工業団地開発に着手しています」

 「もう一つの重要な共同事業は、中国／ミャンマー／ベトナム

／ラオス／タイを結ぶ幹線道路の整備です。これが南北経済回廊

（North-South Economic Corridor）で、東南アジアの南北ルートを

開きます。回廊はこの先、南はマレーシア、北は中国南部まで続き

ます。このルートの魅力はタイに設置する物流施設で、巨大市場を

持つ中国を始め、周辺国との物流の要所となります」

‡©æ“–¿Ÿ¡‘¿“§Õ“‡́ ’¬πªí®®ÿ∫—π¡’∞“πºŸâ∫√‘‚¿§ 567 ≈â“π§π·≈–¬‘Ëß‡¡◊ËÕºπ«°√«¡°—∫ºŸâ∫√‘‚¿§
„πÕ’° 3 ª√–‡∑»‡¢â“‰ª§◊Õ ®’πª√–¡“≥ 1,300 ≈â“π§π Õ‘π‡¥’¬ª√–¡“≥ 1,000 
≈â“π§π ·≈–≠’ËªÿÉπª√–¡“≥ 120 ≈â“π ´÷Ëß°Ì“≈—ß®–æ—≤π“§«“¡√à«¡¡◊Õ°—∫Õ“‡´’¬π¥—ß∑’Ë
‡√“‰¥â¬‘π°—π∫àÕ¬§√—Èß·≈–®–∑Ì“„Àâµ≈“¥Õ“‡´’¬π¡’»—°¬¿“æ Ÿß¡“°¢÷Èπ 
ASEANは現在、５億6700万人の消費人口を擁している。ASEANとの連携
強化を進めている中国（13億人）とインド（10億人）、そして日本（１億
2000万人）が加わった時、ASEAN巨大市場の可能性は計り知れないもの
になる。


